


















































Recent Trends in Social Tourism :
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Abstract：
Social tourism has recently been put into practice worldwide, but it is typically dealt with as compatible economic 
standpoint almost without exception. This is the case with EU, which might possibly lead to self-destruction of social 
tourism. This paper argues that such a claim should be approved in EU that social tourism is by nature to be grasped as 
a “social”tourism including the economic development,  not as a“welfare”tourism, considering the pressing necessity 



















界観光機関（World Tourism Organization: 略称 UNWTO、以下では
UNWTOという）」と一体的なものとして行われている。UNWTO
では、すでに1980 年に「ソーシャルツ リーズムについてのマ





の取り組みは、一言でいえば、「ツ リーズムの権利（Right to 
Tourism）」に立脚した「アクセス可能なみんなのツーリズム
（Accessible Tourism for All）」をスローガンとするもので（文献 E7）、
その「ソーシャルツ リーズムについての提言（recommendation）」




て推進されている。EU では、ヨー ロッパ委員会のリー ダーシッ
プ、「国際ソーシャルツ リーズム機関」の協力のもと、2009 年に、
とりあえず 2011 年までの 3 か年を「ソーシャルツ リーズムの準
備行動期間（Preparatory Action on Social Tourism）」とよぶ「カリ
プソ（CALYPSO）・プログラム」が実行され、このための活動
資金として総額約 350 万ユーロが支出されている（詳しくは後述。
文献 V, p.1; I1, p.3）。
またイギリスでは 2010 年に、国会において、議員により
「ソーシャルツーリズムについての超党派グループ（All-party 





















ソーシャルツ リーズムについての UNWTO の見解は、既述
のように、1980 年の「ソーシャルツ リーズムについてのマニラ
宣言」を出発点にするものであるが、これは「人々の休日の
権利（Right to a Holiday）」を土台とするものであった。これが
UNWTO において「ツ リーズムの権利」として明確な形で提
起されたのは、1999 年に UNWTO で採択された綱領、「世











さらにこれを敷衍し、同条 2 項において、「この『ツ リーズ
ムの権利』は、『休息と余暇の権利（Right to Rest and Leisure）』
に当然に付随するものである。この『休息と余暇の権利』は、
『世界人権宣言』24 条および『経済的・社会的及び文化
的な権利に関する国際規約』7 条 d によって保証されている、
合理的範囲内での労働時間の制限、および定期的な有給休
暇の取得を含むものである」と規定されている。
以上が UNWTO の提唱する「ツ リーズムの権利」の概要






















リストの移動の自由の権利（Liberty of Tourist Movements）」が措















地（ツーリズム目的地）における便益進展（beneﬁcial activity for 
host countries and communities）」（同倫理憲章 5 条）および「ツ リー
ズム産業における労働者・事業者の権利（Rights of the Workers 
and Entrepreneurs in the Tourism Industry）」（同倫理憲章 9 条）と並
んで提起されていることである。
この点は、実は、ソーシャルツ リーズムをめぐる基本的問題













系的内容的に展開しているものに、UNWTO が 2013 年に採


































































る（size and space for approach and use）原則：障害者が容易に
使用できるようなサイズとスペースのものであること。
以上のような展開をふまえ、UNWTO では 2014 年 11 月に
サンマリオにおいて「ヨーロッパにおけるアクセス可能なツー
リズムをテーマとする第 1 回会議（First UNWTO Conference on 






























ISTO のこの文書は、本稿前項で紹介した UNWTO の「世






























この点について、ISTO のこの文書は、さしあたり次の 4 つの
命題を挙げている（I1, p.2）。













































































































て注目される（文献 C, p.2）。すなわち、① 65 歳以上、もしくは
それ以下の早期退職者である年金生活者、②青少年、ただ

























































































なツ リーズムのためのヨー ロッパ・ネットワ クー（European Network 




これは、もともと2006 年に６つの EU 加盟国の 9 つの組織に
よって構成されたもので、カリプソ・プログラムの母体の１つと











ツ リーズム交換プラットフォー ム（Social Tourism European Exchange 
Platform: STEEP; 文献 S1; 以下 STEEPという）が枢要な位置をしめ























供（Social Tourism Opportunities in Wellness and Leisure Activities: 
S.O.WELL）」 （管掌国：フランス）
②「ソーシャルツ リーズムの統一的ネットワーク機構（Una Rete 
di Tourismo Sociale: U.R.T.S.）」（管掌国：イタリア）
③「実効性のあるみんながアクセスできる交換機構（Able-Access 
for All Exchange: A.A.A.E.）」（管掌国：フィンランド）








































































































































































































れば、ソーシャルツ リーズムには少なくとも広狭の 2 義があると
考えるのが相当ということを意味している。ただしこの点、すな
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